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　全国大会出場　全国大会出場
　おめでとうございます　おめでとうございます

６月定例会 コロナ禍における６月定例会 コロナ禍における
　　生活・暮らし支援対策等　　生活・暮らし支援対策等可決可決················PP22
　　町政·ズバリ聞く（一般質問）　　町政·ズバリ聞く（一般質問） P5~P9P5~P9
　　インタビュー（齊藤　仁さん）　　インタビュー（齊藤　仁さん） P11P11



第112号（2）宇治田原町議会だより 第112号 宇治田原町議会だより（3）2022（令和４）年８月 2022（令和４）年８月

定
例
会令

和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
し
た
。
予
算

関
係
１
件
（
補
正
）、
条
例
関
係
１
件
、
一
般
議
案
１
件
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。
一
般
質
問
に
は
８
人
の
議
員
が
た
ち
、
活
発
な
議

論
を
展
開
し
た
。

新型コロナウイルスワクチンの追加接種（４回目）の実施に向けた接種
体制の確保、住民税非課税世帯や低所得の子育て世帯等への特別給付金など
4,635 万３千円を追加し、全会一致で可決した。

６月
定例会

泡
消
火
装
置
付
ポ
ン
プ
車
の

配
置
状
況
は

種
別議案番号 議 案 名 と 内 容

賛
成
討
論

反
対
討
論

結　

果

浅　

田

原　

田

宇
佐
美

山　

本

山　

内

上　

野

藤　

本

森　

山

馬　

場

榎　

木

今　

西

予　

算
議案

第 28 号
一般会計補正予算（第 1 号）

（住民税非課税世帯等への臨時特別給付金事業費などの追加）
【4,635 万 3 千円追加】   

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

条
例
改
正

議案
第 29 号

宇治田原町税条例等の一部を改正する条例を制定するに
ついて

（法律の改正に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

そ
の
他

議案
第 30 号

財産の取得について
（災害対応特殊消防ポンプ自動車の取得）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

◎谷口議長は賛否同数以外は表決に加わりません

6月定例会議決のあらましと表決結果 [ 〇賛成・●反対・▲退席・―欠席・△除斥 ]

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
議
案
第
30
号
）

総
務
建
設
常
任
委
員
会

問　

今
回
取
得
予
定
の
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
キ
ャ

フ
ス
と
い
わ
れ
る
泡
消
火
装

置
付
で
あ
る
が
、
京
田
辺
市

消
防
本
部
に
は
同
様
の
ポ
ン

プ
車
は
何
台
配
置
さ
れ
て
お

り
、
同
時
期
に
更
新
と
な
る

井
手
分
署
も
同
型
の
車
両
を

取
得
予
定
か
。

答　

本
署
と
北
部
分
署
に
各

１
台
配
置
さ
れ
て
お
り
、
井

手
分
署
も
同
様
の
車
両
を
取

得
予
定
で
あ
る
。

コロナ禍における生活　・暮らし支援対策等
新型コロナウイルス感染症対策事業費　（ワクチン４回目接種）など

宇
治
田
原
分
署
に
配
置

さ
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新
す
る
も
の

予

算

特

別

委

員

会

みんなの願いを込めて（子育て支援センター）

定
例
会

可決

新型コロナウイルス感染症予防対策事業費· ９５３万円

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費· ６６２万円

住民税非課税世帯等への臨時特別給付金事業費· ２, ８８０万円

新型コロナウイルスワクチンの追加接種を実施する体制を構築する費用

低所得の子育て世帯に対し、児童 1人あたり５万円の特別給付金を給付

住民税非課税世帯等に対し、1世帯当たり 10 万円の臨時特別給付金を給付
（令和３年度に受給している世帯は対象外）

問　

今
回
の
補
正
予
算
で
は

国
施
策
の
事
業
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
物
価
の
高
騰
な

ど
、
住
民
の
家
計
を
直
撃
す

る
中
、
本
町
独
自
の
施
策
検

討
は
。

答　

現
在
、
生
活
者
や
事
業

者
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

各
課
に
生
活
支
援
、
産
業
支

援
の
視
点
を
踏
ま
え
た
取
り

組
み
を
募
っ
て
お
り
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
９

月
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し

て
提
案
し
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
28
号
）

本
町
独
自
の
物
価
高
騰

な
ど
へ
の
施
策
は

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

６
月
定
例
会
で
は
、
付
託
議
案
2
件
、
報
告
事
項

8
件
が
あ
っ
た
。

更新予定の消防ポンプ自動車

〈
報
告
事
項
〉

　

税
住
民
課

・
令
和
4
年
度
町
民
税
（
個

人
）
賦
課
状
況

・
令
和
3
年
度
町
税
徴
収
実

績
　

建
設
環
境
課

・
ご
み
排
出
量
の
令
和
3
年

度
実
績

・
環
の
く
ら
し
地
域
活
動
促

進
事
業
補
助

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・「
新
し
い
地
域
公
共
交
通
」

に
係
る
地
域
説
明
会
の
結

果
概
要

・
新
名
神
高
速
道
路
建
設
事

業
等
の
進
捗

　

上
下
水
道
課

・
下
水
道
普
及
状
況

・
宇
治
田
原
町
水
道
事
業
及

び
下
水
道
事
業
経
営
等
審

議
会
令
和
４
年
度
第
１
回

会
議
結
果
概
要

〈
報
告
事
項
〉

　

福
祉
課

・
令
和
４
年
度
介
護
保
険
料

賦
課
状
況

　

健
康
対
策
課

・
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保

険
税
賦
課
状
況

　

子
育
て
支
援
課

・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン　

タ
ー
事
業

　

社
会
教
育
課

・
生
涯
学
習
推
進
計
画
素
案

　

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

　

メ
ン
ト
結
果

　

６
月
定
例
会
で
は
、
報
告
事
項
４
件
が
あ
っ
た
。



第112号（4）宇治田原町議会だより 第112号 宇治田原町議会だより（5）2022（令和４）年８月 2022（令和４）年８月

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
は
５
月
17
・
18
日
の
両

日
で
開
催
し
た
。
条
例
関
係
３
件
（
改
正
１
件
・
専

決
２
件
）
を
原
案
通
り
可
決
・
承
認
し
た
。
ま
た
、

人
事
案
件
で
は
、
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
慎
重
な
審
議
の
う
え
同
意
し
た
。

５月
臨時会人

事
案
件

副
町
長
の
選
任
同
意

令
和
４
年
６
月
１
日
〜

令
和
８
年
５
月
31
日

山
下
康
之
氏

副
町
長
の
抱
負

今
ま
で
培
っ
て
き
た
行
政
経
験
を
生
か

し
、多
様
な
行
財
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、

西
谷
町
長
の
補
佐
役
と
し
て
職
務
に
専
念

し
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

任
期

種
別議案番号 議 案 名 と 内 容

賛
成
討
論

反
対
討
論

結　

果

原　

田

宇
佐
美

山　

本

山　

内

上　

野

藤　

本

森　

山

馬　

場

榎　

木

今　

西

谷　

口

人
事

議案
第 27 号 副町長の選任について（山下康之氏） ✓✓同

意〇〇●〇〇〇▲▲〇●－

条
例
改
正

議案
第 24 号

宇治田原町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を
制定するについて

（人事院勧告に基づく期末手当の改正、4.45 月→ 4.30 月）
✓可
決〇〇〇〇〇〇●〇〇〇－

議案
第 25 号

宇治田原町税条例の一部を改正する条例制定の専決処分について
（法律の改正に伴う条例の一部改正）

承
認〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－

議案
第 26 号

宇治田原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の
専決処分について

（法律の改正に伴う条例の一部改正）
✓承
認〇〇●〇〇〇〇〇〇●－

◎議長を務めた浅田副議長は賛否同数以外は表決に加わりません

5月臨時会議決のあらましと表決結果 [ 〇賛成・●反対・▲退席・―欠席・△除斥 ]

藤
本
英
樹
議
員

山
本
精
議
員

森
山
高
広
議
員

今
西
利
行
議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

副
町
長
は
、
一
期
目
就
任
以
降
、
常

に
町
長
の
右
腕
と
し
て
職
員
の
先
頭
に
立

ち
、
町
政
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
き
た
。
大

き
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
控
え
て
お
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
過
渡
期
で
あ
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

行
政
マ
ン
と
し
て
の
経
験
と
知
識
、
住

民
と
の
信
頼
関
係
、
近
隣
市
町
や
府
と
の

人
脈
の
広
さ
こ
そ
、
副
町
長
と
し
て
の
器

で
あ
り
、
最
適
の
人
物
で
あ
る
。

昨
年
の
町
長
選
挙
で
、
幹
部
職
員
不

祥
事
対
応
、
現
庁
舎
の
建
設
、
小
中
施
設

一
体
型
計
画
、
高
校
生
通
学
費
補
助
、
敬

老
祝
い
金
の
削
減
な
ど
、
住
民
の
声
を
聞

か
な
い
町
政
運
営
の
在
り
方
が
争
点
と
な

り
、
不
信
や
不
満
が
「
刷
新
の
会
」
の
得

票
率
に
結
び
つ
い
た
。

副
町
長
は
、
そ
の
町
政
を
支
え
て
き
た

方
で
あ
り
、
選
任
に
は
不
同
意
で
あ
る
。

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や
円
安
の
中
、
日

本
人
全
体
の
給
与
を
上
げ
な
い
と
、
こ
の
国

難
に
対
応
で
き
な
い
。
人
事
院
勧
告
の
制
度

は
、
日
本
人
の
実
質
給
与
の
低
下
に
対
応
し

て
い
な
い
。
ま
た
政
府
が
、
民
間
に
賃
上
げ

を
要
求
し
て
、
公
務
員
の
給
与
を
下
げ
る
の

は
、
矛
盾
が
あ
る
。

今
回
の
改
定
で
賦
課
限
度
額
が
３
万
円
引

き
上
が
る
。
そ
の
増
収
分
を
中
間
層
に
回
す

と
い
う
被
保
険
者
間
で
の
や
り
繰
り
で
は
、

国
保
制
度
の
構
造
的
問
題
は
解
決
し
な
い
。

国
保
へ
の
国
費
投
入
の
増
額
を
求
め
る
。

副
町
長
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る

住
民
の
声
を
聞
か
な
い
町
政
を
支
え
て
き
た

公
務
員
の
給
料
を
さ
げ
る
な

国
保
へ
の
国
費
投
入
の
増
額
を
求
め
る

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
　
　
　··（
議
案
第
24
号
）

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務

員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
改
正
す
る
も
の

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
の
専
決
処
分

　
　
　
　
　
　
　··（
議
案
第
26
号
）

　

高
所
得
者
層
の
賦
課
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
も
の

一般
質問
ズバリ！
町政を問う

傍聴のご案内
宇治田原町議会を傍聴しませんか。傍聴券は本会議・委員会当日に町
役場３階議会事務局で発行致します。議会の日程などはホームページ
（http://www.town.ujitawara.kyoto.jp）をご覧いただくか、議会事務局
（☎ 88‐6641）までお問い合わせください·。

質問者 質問事項

1 今西利行
（P6）

1. 地域公共交通
●防災対策

2 榎木憲法
（P6）

1. 交通安全対策
2. 成年年齢引下げに伴う取り組み

3 山内実貴子
（P7）

1. 観光施策と住民生活
2. マイナンバーカードの普及推進

4 宇佐美まり
（P7）

1. 地域公共交通
●学校教育

6月7日

質問者 質問事項

5 森山高広
（P8） 1. 安心安全

6 山本　精
（P8） 1. 農業者支援

7 原田周一
（P9）

1. 法人後見制度
●児童虐待

8 上野雅央
（P9）

1.「移住定住人口」から「関係人口」への取り組み
●ヤングケアラー

一般質問とは、議員が行政全般にわたって執行機関である町に対し、事務の
執行状況や方針などを質問します。

主な内容について、各議員の要約原稿を掲載しており、今回より１ページに
２名の掲載としました。

議会の日程は
こちらから

一
般
質
問

臨
時
会

●印の質問事項は本紙には掲載しておりません。
　詳しくは録画による動画配信をご覧ください。



第112号（6）宇治田原町議会だより 第112号 宇治田原町議会だより（7）2022（令和４）年８月 2022（令和４）年８月

一
般
質
問

現在、無料で走る町営バスマイナンバーカード申請窓口

山手線延伸工事　南バイパスから役場方面

高速道路網を有効活用している直Ｑ京都

公共交通の維持が福祉の向上新たな観光拠点としたい

府や関連団体と連携し啓発を図る新たな交通体系を議論している

問　

本
年
10
月
か
ら
、
町
営

バ
ス
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
が
１
乗
車
当
た
り
３
０

０
円
の
運
賃
が
必
要
と
な

る
。
交
通
弱
者
へ
の
有
料
化

は
福
祉
の
後
退
で
は
。

答　

地
域
説
明
会
で
利
用
者

の
声
を
聞
き
、「
一
日
乗
り

放
題
券
」
や
家
族
も
使
用
で

き
る
「
地
域
応
援
定
期
券
」

な
ど
、
負
担
軽
減
策
を
示

し
、
理
解
を
お
願
い
し
た
。

民
間
路
線
バ
ス
を
含
め
、
公

共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
こ
そ
、
福
祉
の
向
上
に
つ

な
が
る
。

問　

現
在
の
町
営
バ
ス
は
、

問　

新
名
神
高
速
道
路
や
都

市
計
画
道
路
宇
治
田
原
山
手

線
の
開
通
に
向
け
、
新
名
神

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
住
民

が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
心
待

ち
に
で
き
る
取
り
組
み
は
。

答　

交
通
利
便
性
を
生
か
し

た
物
流
拠
点
な
ど
、
産
業

ゾ
ー
ン
と
位
置
付
け
て
い
る
。

西
ノ
山
展
望
広
場
や
、
末
山

及
び
く
つ
わ
池
自
然
公
園
な

ど
の
施
設
と
連
携
し
、
お
茶

を
テ
ー
マ
と
し
た
情
報
発
信

や
観
光
茶
園
な
ど
、
新
た
な

観
光
拠
点
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

山
手
線
は
今
年
度
末
ま

で
に
南
バ
イ
パ
ス
か
ら
新
市

街
地
間
が
延
伸
供
用
開
始
さ

れ
る
が
、
工
業
団
地
へ
の
交

通
車
両
が
こ
の
道
路
を
通
り

立
川
経
由
で
工
業
団
地
へ
抜

け
道
と
し
て
の
利
用
が
想
定

さ
れ
る
。

　

こ
の
抜
け
道
は
信
号
機
も

な
く
今
よ
り
交
通
車
両
増
が

懸
念
さ
れ
る
。
安
全
面
で
の

当
局
の
事
前
の
取
り
組
み

は
。

答　

国
道
３
０
７
号
と
町
道

南
北
線
交
差
点
に
信
号
機
設

置
を
府
に
検
討
し
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
生
活
道
路
へ
の

問　

新
名
神
高
速
道
路
や
都

市
計
画
道
路
宇
治
田
原
山
手

線
の
開
通
が
近
い
将
来
と

な
っ
た
今
、
こ
れ
ら
利
点
を

生
か
し
た
未
来
の
地
域
公
共

交
通
計
画
と
は
。

答　

町
外
へ
の
基
幹
公
共
交

通
機
関
で
あ
る
路
線
バ
ス
へ

の
接
続
と
利
便
性
確
保
を
前

提
に
、
交
通
空
白
地
有
償
運

送
お
よ
び
区
域
運
行
の
ほ
か
、

福
祉
有
償
運
送
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
地
域
内
の
輸
送
資

源
や
、
町
内
外
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
を
踏
ま
え
た

も
の
を
考
え
て
い
る
。

住
民
の
足
を
守
る
立
場
で
20

年
以
上
、
無
償
で
運
行
さ
れ

て
き
た
。
町
営
バ
ス
を
有
料

化
す
れ
ば
、
路
線
バ
ス
が
維

持
で
き
る
の
か
。
町
営
バ
ス

は
、
町
が
予
算
を
確
保
す
れ

ば
維
持
で
き
る
。
今
後
、
運

転
免
許
返
納
者
が
増
え
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

通
り
無
料
に
す
べ
き
で
は
。

答　

必
要
な
利
用
者
軽
減
策

を
講
じ
た
う
え
で
運
賃
を
い

た
だ
き
、
地
域
公
共
交
通
を

維
持
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
安
心
安
全
、
お

出
か
け
支
援
な
ど
に
つ
な
げ

た
い
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及
へ
の

サ
ポ
ー
ト
は

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
、

申
請
時
自
分
で
ス
マ
ホ
を
操

作
す
る
体
験
型
で
行
う
こ
と

が
大
切
だ
。
ま
た
、
職
員
が

出
向
い
て
の
サ
ポ
ー
ト
も
可

能
と
考
え
る
が
。

答　

機
械
に
不
慣
れ
な
方

が
、
簡
単
に
申
請
手
続
き
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整

備
を
進
め
る
。
出
向
い
て
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
や
体
験
型
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
で
き

る
と
考
え
る
。

交
通
量
が
一
定
増
え
る
と
想

定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
工
業
団
地
管
理
組
合
と
連

携
し
、
企
業
や
事
業
所
へ
の

働
き
か
け
を
強
化
し
な
が
ら

安
全
対
策
に
努
め
る
。

成
年
年
齢
引
下
げ
に
伴
う

取
り
組
み
は

問　

４
月
１
日
よ
り
18
歳
19

歳
の
方
が
成
年
に
な
ら
れ
た

が
、
消
費
者
契
約
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な
い
啓
発
活
動
は
。

答　

Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
に
て
注

意
喚
起
を
促
し
て
い
る
。
消

費
者
庁
の
資
料
な
ど
も
活
用

し
て
い
く
。

問　

住
民
が
気
楽
に
京
都
市

内
へ
の
買
い
物
や
観
光
、
食

事
等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
京
田
辺
市
か
ら
京
都
駅
ま

で
発
着
し
て
い
る
「
直
Ｑ
京

都
」
の
よ
う
な
高
速
道
路
網

を
利
用
し
た
バ
ス
路
線
を
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
な
い

か
。

答　

将
来
的
な
道
路
網
を
活

用
し
た
新
た
な
交
通
体
系
に

つ
い
て
は
、
交
通
事
業
者
と

の
協
議
の
都
度
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
向
性
を
議
論
し
て
い

る
。

今西利行議員山内実貴子議員

榎木憲法議員宇佐美まり議員

町営バス有料化は福祉の後退では町営バス有料化は福祉の後退では

山手線延伸に伴う交通対策は山手線延伸に伴う交通対策は地域公共交通の構地域公共交通の構築築はは

一
般
質
問

新名神 IC 周辺のビジョンは新名神 IC 周辺のビジョンは
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一
般
質
問

安心安全までは求めない海外の国

法人後見事業中核機関としての社会福祉協議会

幸福度の高いまちづくりをめざして 値上がりしている肥料

切り替えは出来ない福祉ニーズとして有益である

国・府の動向を踏まえ適切に対応更なる情報発信を進める

問

安
心
安
全
は
、
健
康
保

険
制
度
、
年
金
制
度
の
よ
う

に
矛
盾
や
犠
牲
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
。残
念
な
が
ら
、

国
力
が
落
ち
て
こ
の
ま
ま
安

心
安
全
は
維
持
で
き
な
い
。

　

本
町
も
、
他
の
国
の
よ
う

に
安
心
安
全
で
は
な
く
、
で

き
る
範
囲
の
安
全
と
い
う
考

え
方
に
切
り
替
え
て
は
。

答　

本
町
は
安
心
安
全
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
優
先
度
が

高
い
事
業
か
ら
予
算
配
分
を

行
っ
て
い
る
。
考
え
方
の
切

り
替
え
は
出
来
る
も
の
で
は

な
い
。

問

本
町
の
高
齢
化
率
・
独

居
高
齢
者
数
と
10
年
後
は
。

答　

高
齢
化
率
31
・
69
％
、

独
居
高
齢
者
３
２
７
世
帯
で

あ
り
、
国
の
推
計
と
同
様
に

予
測
し
て
い
る
。

問

福
祉
計
画
の
中
に
成
年

後
見
制
度
の
利
用
促
進
は
、

必
要
な
人
が
利
用
で
き
る
よ

う
整
備
す
る
と
あ
る
が
、
法

人
後
見
事
業
導
入
の
考
え
方

は
。

答　

今
後
高
ま
る
と
予
想
さ

れ
る
福
祉
ニ
ー
ズ
の
一
つ
と

し
て
法
人
後
見
事
業
は
有
益

問

急
激
な
物
価
高
騰
が
暮

ら
し
と
営
業
を
直
撃
し
、
住

民
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
だ
け
で
な
く
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
金
融
緩

和
が
、
異
常
な
円
安
を
つ
く

り
だ
し
物
価
高
騰
を
招
い
て

い
る
。

　

お
茶
の
ま
ち
の
本
町
で

は
、
茶
農
家
か
ら
、「
肥
料
、

農
薬
、
重
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、

電
気
な
ど
の
生
産
資
材
な
ど

の
値
上
が
り
で
経
営
そ
の
も

の
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。」

と
聞
い
て
い
る
が
。

問

こ
れ
ま
で
の
移
住
定
住

施
策
は
、
あ
ま
り
成
果
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
が
。

答　

本
町
を
全
国
に
知
っ
て

も
ら
う
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開
や
空
家
活
用

な
ど
、
国
・
府
の
財
源
を
最

大
限
に
活
用
し
推
進
し
て
き

た
。
今
後
も
有
効
な
財
源
活

用
を
前
提
に
継
続
的
に
施
策

展
開
を
行
い
、
総
合
計
画
・

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
将
来
人

口
の
実
現
を
め
ざ
す
。

問

国
が
進
め
る
定
住
人
口

か
ら
関
係
人
口
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
創
出
対
策
は
。

問

子
ど
も
が
本
町
の
宝
と

い
う
考
え
方
と
、
若
い
世
代

や
将
来
の
世
代
に
大
き
な
負

担
を
強
い
る
安
心
安
全
は
ど

う
両
立
す
る
の
か
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
外
国
で
も
生
き
抜

き
、
国
内
で
も
耐
え
ら
れ
る

強
さ
が
必
要
に
な
る
が
。

答　

本
町
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
、
将
来
に
わ
た
り

過
度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

が
な
い
よ
う
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
め
ざ
し
、
行
財
政

改
革
を
進
め
て
い
る
。
安
心

安
全
の
取
り
組
み
は
、
放
棄

で
き
な
い
。

で
あ
る
。

問

事
業
の
推
進
に
あ
た

り
、
現
在
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
体
制
で
進
め
る
事
が
で

き
る
の
か
。

答　

単
独
で
事
業
対
応
が
困

難
な
市
町
村
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
し
て
、
府
社
会
福
祉
協

議
会
で
、
尊
厳
が
大
切
に
さ

れ
、
自
己
決
定
を
支
え
る
権

利
擁
護
体
制
の
確
立
に
向
け

検
討
さ
れ
て
い
る
。
府
の
動

向
を
注
視
し
、
福
祉
の
推
進

に
取
り
組
む
。

答　

農
業
経
営
を
維
持
・
継

続
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
年
度
当
初
予
算
で
高
収
益

作
物
次
期
作
支
援
事
業
費
を

計
上
し
て
い
る
。

問

そ
の
後
の
急
激
な
物
価

高
騰
に
よ
る
収
益
の
減
少

や
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
６
月
か
ら

肥
料
を
最
大
94
％
値
上
げ
す

る
と
発
表
さ
れ
た
が
、
追
加

の
支
援
策
は
。

答　

肥
料
価
格
高
騰
に
対

し
、
既
に
政
府
・
与
党
が
農

業
者
支
援
に
つ
い
て
検
討
に

入
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
国
・
府
の
動
向
を
踏
ま
え

適
切
に
対
応
す
る
。

答　

地
域
フ
ァ
ン
バ
ン
ク
の

取
り
組
み
に
よ
る
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
公
式
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
の
募
集
・
発
信

の
開
始
、
高
速
道
路
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
の
継
続
的
な
広

告
発
信
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

体
制
強
化
な
ど
情
報
発
信
の

推
進
を
図
る
。
こ
れ
ら
取
り

組
み
の
相
乗
効
果
で
、
移
住

し
た
定
住
人
口
で
も
な
く
、

観
光
で
訪
れ
る
交
流
人
口
で

も
な
い
関
係
人
口
を
創
出

し
、
幸
福
度
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
。

森山高広議員原田周一議員

山本精議員上野雅央議員

安心安全から安全に切り替えては安心安全から安全に切り替えては法人後見事業導入の方針は法人後見事業導入の方針は

急激な物価高騰で茶農家支援は急激な物価高騰で茶農家支援は「関係人口」における創出対策は「関係人口」における創出対策は

一
般
質
問
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

栽培しているクレソン畑の前で

Ｑ．どんなものを作られているのですか

Ａ．クレソンといって肉料理の付け合わせによ
く利用される野菜です。非常に栄養価が高
くビタミンが豊富な野菜で、2 反ほど田ん
ぼを借りて作っています。

Ｑ．宇治田原町に来られたきっかけは

Ａ．田舎で野菜作りをしたいと思い、空き家バ
ンクを探して、南丹市や南山城村なども探
していたのですが、奥さんが伏見で働いて
いるので近いからです。

Ｑ．宇治田原町の印象は

Ａ．お試し住宅に 6 か月住まわせてもらったり、
ふるさと納税の返礼品にも利用してもらっ
たりして、周りの方々と知り合いになった
ことが嬉しかったです。また、電車はない
けど交通アクセスがいいこと、そして何よ
りも自然が豊かなことです。

Ｑ．今後の抱負は

Ａ．宇治田原のクレソンをアピールして、もっ
と広げていきたいと思っています。また、
ふるさと塾にも参加させてもらっていて、
イベントなどでも何か宇治田原町の役に立
ちたいと思っています。

Ｑ．宇治田原町に今後期待することは 

Ａ．町内に高校か専門学校みたいなものを誘致
してもらったら、人口減少問題にも少しは
良くなるのではと考えます。

お試し住宅に入居後、宇治田原町に移住してこられて
3年目の齊藤仁さんにインタビューしました。

齊
さ い

  藤
と う

　 仁
じ ん

お試し住宅第１号入居者

さんイ
ン
タ
ビ
ュ
ー

常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〈
事
業
執
行
状
況
〉

福
祉
課

問

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ

の
臨
時
給
付
金
事
業
に
つ
い

て
、
家
計
が
急
変
し
た
世
帯

の
状
況
は
。

答　

家
計
急
変
世
帯
と
し
て

給
付
し
た
の
は
、
申
請
２
、

給
付
２
で
１
０
０
％
で
あ
っ

た
。健

康
対
策
課

問

高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
事
業
と
の
一
体
的
な
実

施
に
お
い
て
、
埋
も
れ
て
い

る
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
対
応

策
は
。

答　

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
、
レ
セ
プ
ト
な
ど
の
状
況

を
調
べ
、
な
に
も
医
療
や
支

援
を
受
け
て
い
な
い
方
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
状
況
を
調

べ
る
な
ど
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
。

子
育
て
支
援
課

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
し
て
、
保

護
者
に
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
意
向
調
査
を
し
た

際
、
不
安
の
声
が
あ
っ
た
と

聞
い
た
が
。

答　

２
月
の
意
向
調
査
の
際

に
は
、
情
報
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
問
い
合
わ
せ
も
多

か
っ
た
。
そ
の
後
、
情
報
の

〈
報
告
事
項
〉

税
住
民
課

・
令
和
4
年
度
固
定
資
産
税

及
び
軽
自
動
車
税
当
初
賦

課
状
況

・
令
和
3
年
度
人
口
動
態
集

計
（
第
4
四
半
期
）

・
宇
治
田
原
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・
第
15
回
（
令
和
3
年
度
第

　

４
月
25
日
の
委
員
会
で
は
、
各
課
の
第
１
四
半
期
事
業
執
行

状
況
、
報
告
事
項
６
件
が
あ
っ
た
。

４
月
26
日
の
委
員
会
で
は
、
各
課
の
第
１
四
半
期
事
業
執
行

状
況
、
報
告
事
項
１
件
が
あ
っ
た
。

4
回
）
宇
治
田
原
町
地
域

公
共
交
通
会
議
の
開
催
結

果
問

一
回
乗
車
で
３
０
０

円
、
回
数
に
応
じ
て
運
賃
も

倍
増
し
て
い
く
の
か
。

答　

乗
り
放
題
券
、
定
期
券

な
ど
利
用
者
負
担
を
軽
減
で

き
る
方
法
を
協
議
し
て
い
る
。

問

有
償
運
行
に
際
し
、
道

交
法
上
の
安
全
対
策
と
は
。

答　

国
道
沿
い
で
の
乗
降
な

役場で待機するうじたわLIKE♥タクシー

子どもへのワクチン接種

ど
、
道
交
法
上
、
警
察
と
協

議
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
内
容
の
こ
と
で
あ
る
。

問

実
証
実
験
中
の
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
利
用
状
況
は
。

答　

３
月
実
績
で
63
回
運

行
、
延
べ
72
名
乗
車
と
い
う

内
容
で
あ
っ
た
。

問

全
て
デ
マ
ン
ド
化
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
。

答　

バ
ス
と
い
う
乗
り
物

は
、
定
期
的
に
定
路
線
を
走

行
し
て
お
り
、
利
用
者
に

と
っ
て
利
便
性
に
優
れ
て
い

る
た
め
、
全
て
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
に
変
更
す
る
考
え
は

な
い
。

・
令
和
3
年
度
第
2
回
宇
治

田
原
町
都
市
計
画
審
議
会

の
開
催
結
果

問

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
変
更
で
、
住
宅
開
発

な
ど
の
考
え
は
。

答　

住
宅
需
要
に
つ
い
て
は

民
間
業
者
の
動
向
な
ど
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

提
供
に
努
め
た
た
め
、
問
い

合
わ
せ
は
減
少
し
た
。

学
校
教
育
課

問

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行

わ
れ
る
家
庭
学
習
支
援
で
中

学
生
の
定
員
が
35
名
と
な
っ

て
い
る
が
。

答　

ま
だ
詳
細
を
詰
め
て
い

る
段
階
だ
が
、
約
半
数
の
申

し
込
み
を
想
定
し
て
お
り
、

定
員
オ
ー
バ
ー
の
場
合
も
対

応
は
検
討
し
て
い
る
。

〈
報
告
事
項
〉

健
康
対
策
課

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分



編
集
後
記

次回議会の予定

詳しい予定はHPにて
お知らせします。

９月５日月開会日
〈９月定例会〉

発
行
●
宇
治
田
原
町
議
会

編
集
●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
gikai@town.ujitawara.lg.jp

13 年ぶり全国大会出場・継続は力なり（宇治田原剣志会）

元気UP教室でフレイル対策の皆さん

タブレットを使ったプログラミング学習（田原小学校）

京都府綴喜郡宇治田原町立川坂口18-1（〒６１０‐０２８９）
ＴＥＬ（０７７４）８８‐２２５０（代表）（０７７４）８８‐６６４１（直通）
ＦＡＸ（０７７４）８８‐６６１７

今
年
は
、
近
年
に
な
く
多

く
の
蛍
が
飛
び
交
い
、
多
く

の
人
が
観
賞
に
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

さ
て
、
小
学
校
で
は
３
年

ぶ
り
に
プ
ー
ル
授
業
が
開
か

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

待
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル
授
業

で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
う
れ
し
い
知
ら
せ

が
あ
り
ま
し
た
。
宇
治
田
原

剣
志
会
、
宇
治
田
原
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
ズ
が
全
国
大
会
に
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
油
断
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

熱
中
症
に
も
気
を
つ
け
て
、

こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
今
号
よ

り
編
集
を
変
更
し
ま
し
た
。

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に

な
り
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

広
報
編
集
委
員
長　

山
本


